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経営理念と安全対策（⽇本製紙連合会）
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【本年の⽇本製紙連合会･会⻑年頭挨拶】
・労働環境の安全確保は、最も重要な課題の⼀つである。
・特に昨年からは、職場･⼯程ごとに特有の危険源の洗い出しを⾏い
会員各社間での共有をはかるといった、重篤災害撲滅に特化した
活動を新たに展開してきている。

【９⽉度理事会確認事項…臨時⼊構業者による災害発⽣を受け】
・⾃社の事業場に受け⼊れる以上、どのような⼈であっても、無事
に⼊構の⽬的を遂げ、退場してもらうことが、事業場⻑さらには
経営トップの責任である。

・従来の取組みに加え、臨時⼊構業者対策を中⼼に早期に実施
すべき事項は、『緊急対策』として速やかに企業への実施を促
す。

・また、安全に関する専⾨組織の充実（１０⽉予定）を図り、
具体的な対策を検討・展開していく。



日本製紙連合会の安全への取組み（抜粋）
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１．全国紙パルプ安全衛⽣⼤会
・昭和３６年より毎年連続して開催中（本年で５７回）
・参加者による分科会討議（終⽇：６〜９名×約４０チーム）

２．安全衛⽣分科会（主要１４社の安全担当者が参加）
・安全担当者のレベルアップ、相互交流を⽬的に年５回開催
⇒安全に関する専⾨組織の充実を検討中（前述）

３．経営トップへの働きかけ（於：理事会）
・安全講演会 ・安全関係事項報告（⽉例） 他

４．労働組合への働きかけ
・災害事例の⽔平展開 ・安全活動への共同参画 他

５．同⼀講師による安全教育（テーマ：重篤災害撲滅）
・講師：安全と⼈づくりサポート 代表 古澤 登 ⽒

⼤会、理事会、分科会、労使共同、労組主催 他
※会員会社個社への指導も継続中



経営理念と安全対策（⼤会宣⾔）
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⼤会宣⾔
本⼤会は、昭和３６年、富⼭県⾼岡市において初めて開催されて

以来｢⼈命尊重｣の理念の下、毎年⼀度も中断することなく開催され、
今年で５７回を迎えた。

（中略）
安全管理の徹底に取組んでいるにもかかわらず、実態に改善は

⾒られず、災害の連鎖を断ち切ることが、現下の最重要課題である。
改めて⾔うまでもなく、死亡災害は絶対にあってはならない災害で

ある。現在、会員会社・協⼒会が総⼒を結集し、死亡災害撲滅に向け
て取組んでいるが、今年も死亡災害ゼロを達成することはできていな
い。我々は、何としても今後の死亡災害の発⽣を⾷い⽌めなければな
らない。
本⼤会を契機に全ての関係者が思いを⼀つにし、半世紀に亘り顕著

な成果を上げてきた安全への取組みを更に強固なものへと進化させ
「死亡災害の撲滅」に邁進することをここに宣⾔する。

平成２９年９⽉１３⽇
第５７回全国紙パルプ安全衛⽣⼤会


